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は
じ
め
に

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
九
十
年
前
の
一
九
二
四
年
十
一
月
五
日
、
北
京
の
紫
禁
城
に
居
座
り
続
け
て
き
た
清
朝
最
後
の
皇
帝
、
宣
統
帝
溥
儀

が
、
そ
の
居
城
か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
た
。
事
の
発
端
は
、
中
華
民
国
大
総
統
の
曹

に
対
し
、

玉
祥
が
起
こ
し
た
政
変
（
以
下
、
北
京

政
変
）
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
退
位
後
、
十
二
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
紫
禁
城
の
内
に
流
れ
続
け
て
き
た
清
朝
固
有
の
時
間
は
、
宣

統
十
六
年
の
こ
の
日
を
も
っ
て
断
絶
し
、
禁
苑
の
外
の
民
国
十
三
年
と
い
う
時
間
が
、
つ
い
に
紫
禁
城
全
体
を
包
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

溥
儀
の
出
宮
の
結
果
、
翌
一
九
二
五
年
十
月
、
紫
禁
城
内
に
成
立
し
た
の
が
、
故
宮
博
物
院
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和

国
の
建
国
を
経
て
、
紫
禁
城
と
中
国
大
陸
に
残
さ
れ
た
故
宮
文
物
は
、
共
産
党
政
権
の
管
理
下
に
入
っ
た
。
そ
れ
が
今
日
の
北
京
の
故
宮

博
物
院
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
の
故
宮
文
物
の
核
と
な
る
部
分
は
、
一
九
四
八
年
末
か
ら
翌
四
九
年
に
か
け
て
、
国
民
党
政
権
に
よ
り

台
湾
に
移
さ
れ
た
。
今
日
、
台
北
に
国
立
故
宮
博
物
院
が
存
在
す
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
故
宮
博
物
院
は
、
そ
の
帰
属
す
る
国
家
と
同
じ
く
、
と
も
に
歴
史
的
正
統
性
を
主
張
し
て
譲
ら
な
い
。
そ
れ
ら
二
つ
の

故
宮
博
物
院
が
語
る
成
立
の
歴
史
も
全
く
同
じ
も
の
で
あ
り
、
一
九
二
四
年
十
一
月
の
溥
儀
の
退
去
を
も
っ
て
説
き
出
さ

１
）

れ
る
。
清
朝
の

遺
産
を
受
け
継
ぐ
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
歴
史
の
正
統
性
の
根
源
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
故
宮
博
物
院
成
立
を
め
ぐ
る
公
定
史
の
原
型
は
、
す
で
に
一
九
二
九
年
十
月
に
は
形
を
成
し
て

２
）

い
た
。
溥
儀
の
出
宮
か
ら
五

年
、
故
宮
博
物
院
の
成
立
か
ら
四
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
、
蔣
介
石
の
下
で
「
北
伐
」
が
完
成
し
、
北
京
が
北
平
に
改
称
さ

れ
て
南
京
に
首
都
の
地
位
を
明
け
渡
し
た
年
の
十
月
、
故
宮
博
物
院
は
、
正
式
に
南
京
国
民
政
府
の
直
属
機
関
（
後
に
行
政
院
の
直
属
機

宣
統
十
六
年
の
清
室
古
物
問
題
（
一
）
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関
に
格
下
げ
）
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
不
安
定
な
地
位
か
ら
脱
却
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
公
定
史
と
な
り
、
以
後
、
継
承

さ
れ
て
い
る
の
が
、
溥
儀
の
出
宮
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
る
故
宮
博
物
院
の
成
立
史
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
故
宮
博
物
院
の
成
立
を
一
九
二
四
年
十
一
月
か
ら
説
く
場
合
、
そ
れ
が
な
ぜ
退
位
に
よ
る
清
朝
支
配
の
終
焉
か
ら
十
三
年
目

の
こ
の
時
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
溥
儀
の
出
宮
を
決
定
付
け
た
北
京
政
変
を
、
当
時
の
軍
閥
抗
争
の
中
で
説
明
す
る
以
外

に
方
法
が
な
い
。
ま
た
な
ぜ
そ
の
必
要
が
あ
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
退
位
後
の
溥
儀
の
振
る
舞
い
を
問
題
視
し
、
清
朝
に
よ
る

国
家
統
治
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
動
き
（
以
下
、
復
辟
）
の
危
険
性
を
強
調
す
る
以
外
、
十
分
な
答
え
を
用
意
し
え
な
い
。

近
年
で
は
、
台
北
・
北
京
故
宮
博
物
院
の
双
方
で
、
そ
う
し
た
公
定
史
の
「
前
史
」
と
し
て
、
一
九
一
四
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
紫
禁
城

の
一
角
に
開
設
さ
れ
て
い
た
内
務
部
古
物
陳
列
所
の
存
在
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

３
）

い
る
。
歴
史
の
語
り
方
に
、
変
化
の
兆
し
が
現

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
京
政
変
を
契
機
と
し
て
物
語
る
限
り
、
故
宮
博
物
院
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
一
つ
の
歴
史
的
事
件

の
結
果
、
偶
然
の
産
物
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
「
前
史
」
は
、
あ
く
ま
で
も
逸
話
と
し
て
の
位
置
付
け
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
同
様

に
、
退
位
後
の
溥
儀
の
振
る
舞
い
と
復
辟
の
危
険
性
を
要
因
と
し
て
強
調
す
る
の
は
、
紫
禁
城
と
そ
の
文
物
を
接
収
し
た
側
の「
後
付
け
」

的
釈
明
と
い
う
批
判
を
免
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
十
一
月
の
溥
儀
出
宮
に
先
立
つ
時
期
、
紫
禁
城
と
い
う
空
間
と
、
後
に
故
宮
文
物
と
し
て
「
国
宝
」
の
地
位
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
各
種
の
「

４
）

古
物
」
は
、
い
か
な
る
現
実
の
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
溥
儀
の
出
宮
や
故
宮
博
物
院
の
成
立
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
関
心
か
ら
、
従
来
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
な
い
で
き
た
幾
つ
か
の
史
料
と
分
析
視

角
と
に
よ
っ
て
、
故
宮
博
物
院
成
立
史
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
、
公
定
史
に
代
わ
る
新
た
な
歴
史
像
を
提
示
し
た
い
。
二
つ
の
故
宮
博

物
院
は
、
来
た
る
成
立
九
十
周
年
の
日
を
、
果
た
し
て
い
か
に
喜
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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一
、
問
題
の
所
在

⑴
時
代
状
況

一
九
二
四
年
、
す
な
わ
ち
溥
儀
に
と
っ
て
の
宣
統
十
六
年
は
、
住
み
慣
れ
た
場
所
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
人
生
最
大
の
転
機
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
故
宮
博
物
院
側
か
ら
見
れ
ば
、
民
国
十
三
年
は
博
物
院
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、

そ
れ
を
中
国
近
代
史
の
流
れ
の
中
に
置
く
と
、
全
く
違
っ
た
も
の
が
見
え
て
く
る
。

一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
の
後
、
一
九
一
二
年
一
月
、
臨
時
大
総
統
孫
文
の
下
で
、
南
京
を
首
都
と
し
て
成
立
し
た
中
華
民
国
は
、
同

年
二
月
の
清
朝
宣
統
帝
の
退
位
と
、
そ
れ
に
続
く
袁
世
凱
の
臨
時
大
総
統
就
任
を
経
て
、
歴
史
の
舞
台
を
北
京
に
移
す
。
以
後
、
一
九
二

八
年
に
蔣
介
石
を
首
班
と
す
る
南
京
国
民
政
府
の
統
治
下
に
入
る
ま
で
、
軍
閥
混
戦
状
態
の
中
、
中
華
民
国
の
首
都
は
一
貫
し
て
北
京
で

あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
中
華
民
国
政
府
を
北
京
政
府
と
い
う
。
宣
統
十
六
年
の
出
来
事
は
、
こ
の
北
京
政
府
下
で
起
き
た

も
の
で
あ
る
。

当
時
の
北
京
政
府
は
、
一
九
二
三
年
の
国
会
で
大
総
統
に
選
出
さ
れ
た
曹

が
最
高
実
力
者
と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
た
。
大
総
統
へ
の

選
出
の
場
と
な
っ
た
国
会
は
、
金
銭
的
補
助
を
約
束
し
て
召
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、「
賄
選
」国
会
と
揶
揄
さ
れ
、
曹

の
大
総

統
就
任
の
正
当
性
に
も
批
判
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
政
権
を
歴
史
の
中
に
置
い
て
見
る
と
、
奉
天
（
現
瀋
陽
）
の
張
作
霖
、

洛
陽
の
呉
佩
孚
と
の
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
、
は
る
か
広
州
の
孫
文
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
積
極
的
な
政
治
を
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
た
姿
が
見
え
て
く
る
。

― ―50
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例
え
ば
、
外
交
で
は
中
ソ
関
係
樹
立
の
動
き
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
ソ
ビ
エ
ト
政
権
を
核
と
し
て
一
九
二
二
年
に
成
立
し
た
ソ
ビ
エ
ト
社

会
主
義
共
和
国
連
邦
（
以
下
、
ソ
連
）
と
の
間
に
、
一
九
二
四
年
五
月
、
曹

の
北
京
政
府
は
初
め
て
外
交
関
係
（「
中
俄
解
決
懸
案
大
綱

協
定
」）
を
結
ん
だ
の
で

５
）

あ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
一
九
一
九
年
の
カ
ラ
ハ
ン
（K
arak

han

）
宣
言
以
来
、
ソ
ビ
エ
ト＝

ロ
シ
ア
お
よ
び
ソ

連
新
政
権
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
提
起
さ
れ
て
き
た
、
旧
ロ
シ
ア
帝
国
が
旧
清
朝
か
ら
獲
得
し
た
権
益
の
放
棄
が
、
現
実
味
を
帯
び
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
中
に
は
、
北
京
政
府
に
債
務
と
し
て
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
、
一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
事
件
に
対
す
る
賠
償
金
（
庚
子

賠
款＝

以
下
、
庚
款
）
を
放
棄
す
る
と
い
う
条
項
も
含
ま
れ
、
他
の
列
強
諸
国
と
の
間
の
庚
款
に
対
す
る
同
様
な
期
待
が
、
北
京
政
府
下

に
お
い
て
一
気
に
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
北
京
政
府
が
、
戦
勝
国
で
あ
り
な
が
ら
列
強
諸
国
か
ら
冷
遇
さ
れ
、
中
国
社
会
に
お
け
る
対
外
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
を
招
い
た
こ
と
は
、
一
九
一
九
年
の
五
・
四
運
動
の
勃
発
に
象
徴
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
的
緊

張
を
背
景
に
、
北
京
政
府
は
戦
勝
国
と
し
て
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
中
国
に
持
っ
て
い
た
利
権
の
回
収
に
ま
ず
は
成
功
す

る
。
そ
し
て
、
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と
、
新
興
国
ソ
連
の
新
た
な
動
向
に
刺
激
さ
れ
た
列
強
各
国
は
、
以
後
の
庚
款
を
放
棄
し
、

そ
れ
を
中
国
国
内
各
種
事
業
の
財
源
と
す
る
こ
と
を
、
相
次
い
で
北
京
政
府
に
申
し
入
れ
る
の
で
あ
る
。

当
時
、
曹

政
府
は
、
外
交
面
だ
け
で
は
な
く
内
政
面
に
お
い
て
も
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
見
せ
て
い
た
。
曹

を
大
総
統
に
選
出

し
た
一
九
二
三
年
十
月
の
国
会
で
は
、
清
末
以
来
の
試
行
錯
誤
の
果
て
に
、
中
国
初
の
憲
法
が
つ
い
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
中
華
民
国
憲

法
は
、
歴
史
的
に
は
「
賄
選
」
憲
法
と
し
て
貶
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
条
文
に
は
画
期
的
な
内
容
も
含
ま
れ
て
い
た
。
本
論
文
と

の
関
連
で
言
え
ば
、
政
府
が
教
育
文
化
振
興
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
た
の
が
、
注
目
に
値
す
る
点
で
あ
る
。
一
九
二
四
年

の
清
室
古
物
問
題
も
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
条
件
の
中
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ま
た
こ
の
時
期
は
、
国
内
学
術
界
を
め
ぐ
っ
て
も
、
新
た
な
動
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
清
朝
考
証
学
に
象
徴
さ
れ
る
旧
来
の
学
問

は
、
士
大
夫
個
人
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
個
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
清
末
・
民
国
初
年
の
近
代
学

術
受
容
期
を
経
て
、
こ
の
時
期
に
な
り
、
知
識
人
た
ち
の
組
織
的
な
研
究
活
動
が
現
れ
て
く
る
。
学
術
は
、
個
人
か
ら
組
織
の
時
代
へ
と

転
換
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
一
月
に
は
、
国
外
留
学
組
を
中
心
に
、
国
立
北
京
大
学
研
究
所
国
学
門
が
発
足
し
、
伝
統
学
術
の
近

代
化
が
模
索
さ
れ
、
各
種
研
究
組
織
の
立
ち
上
げ
が
行
な
わ
れ
た
。
本
論
文
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
九
二
二
年
五
月
の
整
理

案

会
（
後
に
明
清
史
料
整
理
会
）、
一
九
二
三
年
五
月
の
古
蹟
古
物
調
査
会
（
後
に
考
古
学
会
）
の
成
立
を
特
記
す
べ
き
で
あ

６
）

ろ
う
。
そ
の
構

成
人
員
の
多
く
は
、
一
九
二
五
年
の
故
宮
博
物
院
成
立
に
関
わ
る
人
物
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
れ
に
先
立
つ
こ
の
時
期
、「
故
宮
」と
な
る
前

の
紫
禁
城
を
、
す
で
に
「
外
」
か
ら
注
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

新
た
な
時
代
の
動
き
は
、
そ
こ
か
ら
漏
れ
る
人
々
を
も
生
み
出
す
。
伝
統
学
術
か
ら
近
代
学
術
へ
の
転
換
と
知
識
人
の
新
旧
交
代
の
中

で
、
旧
清
朝
関
係
者
を
中
心
と
す
る
旧
世
代
の
知
識
人
、
す
な
わ
ち
清
の「

７
）

遺
民
」た
ち
の
受
け
皿
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
溥
儀
の「

８
）

清
室
」

で

９
）

あ
っ
た
。
清
室
は
こ
の
時
期
、
様
々
な
現
実
に
直
面
し
、
彼
ら
遺
民
た
ち
を
動
員
し
て
主
体
的
に
改
革
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ

れ
ら
の
中
に
は
、
本
論
文
が
主
題
と
す
る
清
室
古
物
問
題
に
直
結
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
全
て
は
、
北
京
政
変
に
よ
り
水
泡
に
帰
し
た

が
、
そ
れ
ら
の
試
み
の
中
に
は
、
上
記
の
よ
う
な
国
際
環
境
・
民
国
政
府
・
民
国
学
術
界
な
ど
、
禁
苑
の
「
外
」
の
動
向
と
関
連
付
け
な

が
ら
、
歴
史
的
に
再
検
討
す
べ
き
問
題
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

⑵
研
究
史

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
で
、
宣
統
十
六
年
の
清
室
古
物
を
め
ぐ
る
動
き
を
読
み
解
き
、
溥
儀
の
出
宮
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
紐
解
こ
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う
と
す
る
の
が
、
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。

故
宮
博
物
院
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
、
か
つ
て
筆
者
は
一
度
関
心
を
持
ち
、「
博
物
館
史
」「
文
化
史
」
的
「
通
史
」
の
中
で
そ
れ
を
理
解

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、「
通
史
」的
理
解
を
い
く
ら
深
め
て
も
、
歴
史
的
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
解

決
の
道
筋
を
見
出
せ
ず
に
挫
折

10
）

し
た
。
そ
の
後
、
庚
款
を
転
用
し
て
行
な
わ
れ
た
北
京
政
府
と
日
本
政
府
と
の
間
の
国
際
文
化
事
業
に「
学

術
史
」
的
関
心
を

11
）

寄
せ
、
さ
ら
に
民
国
期
の
学
術
に
関
す
る
諸
問
題
を
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
「
政
治
史
」
的
動
向
と
関
連
付
け
な
が
ら

検
討
す
る

12
）

中
で
、
先
の
課
題
も
「
博
物
館
史
」「
文
化
史
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
学
術
史
」「
政
治
史
」
と
し
て
、
時
代
背
景
の
中
に
置
い

て
考
察
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
と
も
と
、
溥
儀
退
位
後
の
清
室
を
め
ぐ
っ
て
は
、
忘
れ
去
ら
れ
た
故
事
、
す
な
わ
ち
「

事
」
と
し
て
の
歴
史
的
関
心
か
ら
、
主
に

研
究
が
進
め
ら
れ
て

13
）

き
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
れ
ま
で
中
国
史
学
、
と
り
わ
け
近
代
史
研
究
を
規
定
し
て
き
た
「
革
命
史
観
」
に
対
す

る
見
直
し
が
進
む
中
で
、
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の
、
辛
亥
革
命
を
間
に
挟
ん
だ
歴
史
の
連
続
性
が
、
特
に
政
治
史
分
野
に
お
い
て
、

多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
満
洲
国
へ
と
連
な
る
歴
史
の
連
続
性
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
て
、
辛
亥

革
命
後
の
清
室
・
満
人
問
題
、
お
よ
び
民
国
政
府
と
の
間
で
結
ば
れ
た
地
位
協
定
と
い
う
べ
き
「（
清
室
）
優
待
条
件
」（
以
下
、
優
待
条

件
）
へ
の
関
心
が
、
急
速
に
高
ま
り
を
見
せ
た
の
で

14
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
国
近
代
史
研
究
に
お
け
る
革
命
史
観
の
後
退
は
、
近
年
の
歴
史
学
一
般
に
お
け
る
「
近
代
」
概
念
の
見
直
し
の
潮
流
と

も
結
び
付
い
て
、
辛
亥
革
命
を
挟
む
時
期
の
文
化
史
研
究
の
領
域
に
も
及
ん
だ
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
中
国
博
物
館
史
、
ひ
い
て
は
故
宮
博

物
院
史
見
直
し
の
機
運
を
生
み
出
し
た
の
で

15
）

あ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
一
部
の
研
究
者
の
間
で
、
本
論
文
で
い
う
と
こ
ろ
の
清
室
古
物
が
、
清
室
の
私
有
財
産
か
民
国
の
国
有
財
産
か
と
い
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う
問
題
を
軸
に
、
故
宮
博
物
院
成
立
の
歴
史
的
前
提
、
お
よ
び
そ
の
未
解
決
の
歴
史
的
課
題
と
し
て
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

故
宮
博
物
院
史
を
め
ぐ
っ
て
こ
う
し
た
問
題
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
わ
け
で
は

16
）

な
い
。
し
か
し
以
下
に
論
評
す
る

張
碧
恵
・
大
出
尚
子
・
季
剣
青
の
三
氏
に
よ
る
業

17
）

績
は
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
制
度
史
的
位
置
付
け
、
後
世
へ
の
歴
史
的
影
響
、
関
与
者

の
複
合
性
な
ど
の
諸
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
、
従
来
の
も
の
と
は
一
線
を
画
す
成
果
で
あ
る
。

張
碧
恵
氏
は
、
一
九
一
二
年
に
清
朝
と
民
国
と
の
間
で
結
ば
れ
た
「（
清
室
）
優
待
条
件
」
が
故
宮
博
物
院
成
立
の
歴
史
的
前
提
で
あ
っ

た
と
い
う
認
識
を
軸
に
、
一
九
一
四
年
の
内
務
部
古
物
陳
列
所
の
設
立
や
、
翌
一
九
一
五
年
の
「（
清
室
優
待
条
件
）
善
後

法
」、
一
九

二
四
年
の
溥
儀
出
宮
に
際
す
る
「
修
正
優
待
条
件
」
の
制
定
を
、
一
系
列
の
歴
史
と
し
て
分
析
し
た
。
故
宮
博
物
院
成
立
を
め
ぐ
る
公
定

史
の
「
前
史
」
の
部
分
を
、「
故
宮
博
物
院
史
」
と
し
て
で
は
な
く
、
民
国
「
制
度
史
」
の
中
で
論
じ
た
と
い
う
点
で
、
画
期
的
な
業
績
で

あ
る
。
し
か
し
「
国
家
」
に
吸
収
さ
れ
る
流
れ
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
関
心
が
北
京
政
府
側
の
動
向
に
偏
り
、
そ
の
も
う
一
つ
の
当
事
者

で
あ
る
清
室
へ
の
眼
差
し
が
、
議
論
か
ら
欠
落
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
張
氏
の
研
究
に
関
連
し
て
こ
こ
で
言
及
す
べ
き
も
の
に
、近
年
に
お
け
る
民
国
初
年
の
文
物「
法
制
史
」研
究
の
流
行
が

18
）

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
通
史
的
関
心
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
例
外
な
く
編
纂
史

19
）

料
集
に
過
度
の
依
拠
を
し
て
い
て
、

成
果
と
し
て
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
。
そ
の
点
、
張
氏
の
研
究
は
、
中
国
第
二
歴
史

案
館
で
新
史
料
の
発
掘
を
試
み
た
点
に
特
長
が
あ

る
が
、
他
の
研
究
と
同
じ
く
、
史
料
集
に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
誤
り
を
免
れ
て
い

20
）

な
い
。

一
方
、
大
出
尚
子
氏
は
、
満
洲
国
史
へ
の
関
心
か
ら
満
洲
国
の
博
物
館
事
業
に
つ
い
て
研
究
す
る
中
で
、
そ
の
前
史
と
し
て
、
清
末
奉

天
（
現
瀋
陽
）
の
盛
京
清
宮
お
よ
び
北
京
政
府
時
期
の
紫
禁
城
の
博
物
館
設
置
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
を
検
討
し
た
。
満
洲
国
に
お
け
る
博

物
館
政
策
が
変
化
し
た
背
景
に
、
清
朝
か
ら
の
連
続
性
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
動
き
を
読
み
取
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
清
室
古
物
を
め
ぐ
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り
清
末
・
北
京
政
府
期
以
来
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
、
清
室
主
導
の
古
物
保
存
と
博
物
館
構
想
を
歴
史
的
に
再
評
価
し
た
点
に
特
長
が
あ
る
。

清
室
古
物
と
清
朝
再
興
の
復
辟
を
め
ぐ
る
動
き
と
の
関
係
性
は
、
こ
れ
ま
で
故
宮
博
物
院
史
の
問
題
と
し
て
注
意
さ
れ
て
き

21
）

た
が
、
そ
れ

を
満
洲
国
時
期
に
ま
で
広
げ
て
検
討
し
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
成
果
で
あ
る
。
ま
た
清
末
の
盛
京
清
宮
と
北
京
政
府
時
期
の
紫
禁
城
で
清

室
古
物
の
保
存
と
博
物
館
開
設
を
目
指
し
た
満
人
官
僚
金
梁
に
注
目
し
、
後
に
満
洲
国
博
物
館
事
業
の
基
礎
と
な
る
東
三
省
博
物
館
の
創

設
に
至
る
過
程
を
、
清
末
以
来
の
歴
史
的
連
続
性
の
中
で
検
討
し
た
こ
と
も
、
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
満
洲
国
を
帰

着
点
と
し
て
設
定
し
た
結
果
、
金
梁
の
よ
う
に
そ
の
脈
絡
の
中
に
活
動
を
位
置
付
け
ら
れ
る
人
物
の
ほ
か
は
、
視
野
か
ら
漏
れ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
清
室
古
物
の
保
存
に
奔
走
し
た
清
遺
民
は
金
梁
一
人
で
は
な
く
、
金
梁
の
動
向
も
ま
た
そ
の
中
に
置
い
て
相
対
化
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

季
剣
青
氏
は
、
こ
の
点
を
明
確
に
認
識
し
、
清
末
か
ら
一
九
二
五
年
の
故
宮
博
物
院
成
立
ま
で
の
清
室
古
物
を
め
ぐ
る
多
様
な
関
与
者

と
、
そ
の
交
錯
し
た
思
惑
に
つ
い
て
多
角
的
な
検
討
を
試
み
、
画
期
的
な
成
果
を
発
表
し
た
。
故
宮
博
物
院
成
立
以
前
に
、
清
室
古
物
を

め
ぐ
っ
て
、
清
室
、
金
梁
な
ど
の
清
遺
民
、
お
よ
び
そ
れ
と
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
北
京
政
府
以
外
に
、
な
お
も
関
与
者
が
い
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は

22
）

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
故
宮
博
物
院
史
や
「
博
物
館
史
」
の
問
題
と
し
て
で

は
な
く
、「
政
治
史
」「
文
化
史
」
的
関
心
に
基
づ
く
民
国
史
研
究
の
成
果
と
し
て
提
示
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

季
氏
の
研
究
に
関
連
し
て
言
及
す
べ
き
こ
と
に
、
民
国
史
研
究
の
領
域
で
近
年
勢
い
を
増
す
「
学
術
史
」
の
潮
流
が
あ
る
。
そ
こ
で
注

目
さ
れ
る
人
物
に
は
、
宣
統
十
六
年
の
清
室
古
物
問
題
へ
の
関
与
者
も
含
ま
れ
る
。
清
遺
民
の
羅
振
玉
と
王
国
維
、
お
よ
び
国
立
北
京
大

学
研
究
所
国
学
門
に
集
ま
る
民
国
知
識
人
た
ち
で

23
）

あ
る
。
季
氏
の
研
究
に
お
い
て
も
、
清
室
と
民
国
政
府
と
の
間
の
「
政
治
史
」
的
展
開

と
い
う
歴
史
の
縦
糸
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
動
向
が
横
糸
と
し
て
織
り
込
ま
れ
、
研
究
に
「
文
化
史
」
と
し
て
の
色
合
い
を
添
え
る
結
果
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を
も
た
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
大
出
氏
が
注
目
し
た
金
梁
な
ど
、
学
術
史
上
の
主
要
人
物
で
な
い
関
係
者
は
、
主
た
る
関

心
の
外
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
、
さ
ら
に
言
及
す
べ
き
点
と
し
て
、
近
年
の
歴
史
学
界
に
お
け
る
清
遺
民
全
般
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
あ
る
。
旧
来
は

「

事
」的
関
心
に
基
づ
い
て
清
遺
民
へ
の
関
心
が
存
在
し

24
）

た
が
、
最
近
で
は
上
述
し
た
よ
う
な
革
命
史
観
の
後
退
や
学
術
史
研
究
の
隆
盛

を
背
景
に
、
清
遺
民
の
思
想
や
彼
ら
の
活
動
に
つ
い
て
、
主
に
「
文
化
史
」
的
関
心
か
ら
、
重
要
な
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で

25
）

あ
る
。

そ
う
し
た
業
績
の
中
に
は
、
宣
統
十
六
年
の
清
室
古
物
問
題
に
関
わ
る
議
論
も
含
ま
れ
る
が
、
季
氏
を
含
め
、
以
上
に
列
挙
し
た
諸
研
究

で
は
、
そ
れ
が
十
分
に
参
照
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
民
国
学
術
史
に
関
す
る
諸
研
究
で
は
、
当
時
の
「
漢
学
」（
支
那
学
）
の
国
際
性
を
反
映
し
、
海
外
の
同
時
代
的
展
開
に
も
広
範

な
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
季
氏
に
よ
る
清
室
古
物
問
題
の
検
討
に
お
い
て
、
そ
の
視
野
は
な
お
も
国
内
、
そ
れ
も
北
京

だ
け
を
主
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
上
述
し
た
庚
款
問
題
な
ど
は
、
本
課
題
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
国
際
的
視
野
の
中
で
論

じ
ら
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

⑶
問
題
の
提
出

以
上
の
研
究
史
を
踏
ま
え
、
特
に
張
碧
恵
・
大
出
尚
子
・
季
剣
青
の
三
氏
に
よ
る
成
果
を
継
承
し
な
が
ら
、
本
論
文
で
は
、
宣
統
十
六

年
、
す
な
わ
ち
一
九
二
四
年
の
清
室
古
物
問
題
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
る
。
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
と
り
わ
け
季
剣
青
氏
の
そ
れ
と
重
な

り
、
屋
上
屋
を
架
す
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
を
含
め
た
従
来
の
諸
研
究
に
対
し
て
は
、
以
下
の
幾
つ
か
の
点
に
お
い
て
、
新
た

な
研
究
と
し
て
の
意
義
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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清
室
財
産
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
の
古
物
問
題
の
再
定
位

ま
ず
本
研
究
は
、
本
来
別
々
の
問
題
で
あ
っ
た
清
室
の
改
革
問
題
と
清
室
古
物
の
存
在
が
、
清
室
財
政
の
困
窮
を
き
っ
か
け
に
、
一
九

二
二
年
か
ら
一
九
二
四
年
に
か
け
て
一
つ
の
問
題
と
し
て
結
び
付
い
た
と
い
う
点
を
、
議
論
の
土
台
と
す
る
。
注
目
す
る
の
は
、
当
時
清

室
内
部
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
と
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
民
国
政
府
や
知
識
人
の
中
に
お
い
て
、
清
室
古
物
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
陶
磁
・
金
工
・

書
画
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
古
物
」
だ
け
で
は
な
く
、『
四
庫
全
書
』
の
よ
う
な
古
籍
、
お
よ
び
当
時
「
皇
産
」
と
呼
ば
れ
た
清
室
所
有
の
「
産

業
」（
不
動
産
）を
含
め
た
問
題
と
し
て
、
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
故
宮
博
物
院
成
立
史
に
直
結
す
る
の
は
い
わ
ゆ
る「
古

物
」
の
問
題
だ
が
、
そ
れ
は
古
籍
と
あ
わ
せ
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
時
代
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
皇
産
を
含
む
清
室

財
産
全
般
の
処
遇
を
め
ぐ
る
問
題
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
す
る
必
要
が

26
）

あ
る
。

民
国
内
務
部
と
曹

政
府
の
再
評
価

第
二
は
、
本
研
究
が
民
国
政
府
の
内
務
部
を
当
該
問
題
の
当
事
者
と
し
て
重
視
す
る
点
で
あ
る
。
宣
統
十
六
年
の
清
室
古
物
問
題
を
め

ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
の
多
く
が
関
心
を
向
け
た
の
は
、
溥
儀
そ
の
人
や
、
清
室
の
家
産
機
構
で
あ
る
内
務
府
、
お
よ
び
清
遺
民

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
一
四
年
に
袁
世
凱
の
下
で
民
国
政
府
と
清
室
と
の
交
渉
結
果
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「（
優
待
条
件
）
善

後

法
」（
一
九
一
五
年
一
月
公
布
）
で
は
、「〔
民
国
〕
政
府
は
、
清
皇
室
に
対
し
て
、
優
待
条
件
に
照
ら
し
、
宗
廟
・
陵
寝
お
よ
び
そ
の

原
有
の
私
産
な
ど
を
保
護
し
、
一
切
の
事
務
は
、
専
ら
〔
民
国
〕
内
務
部
を
も
っ
て
主
管
の
役
所
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て

27
）

い
た
。
こ
れ

を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
民
国
内
務
部
が
清
室
古
物
問
題
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
当
事
者
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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従
来
の
研
究
の
多
く
が
そ
れ
を
軽
視
し
て
い
た
理
由
は
、
上
で
指
摘
し
た
革
命
史
観
か
ら
の
、
為
政
者
で
あ
る
大
総
統
曹

と
政
府
に

対
す
る
、「
軍
閥
」
政
権
と
し
て
の
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
、
そ
の
憲
法
制
定
・
大
総
統
就
任
を
め
ぐ
る
正
当
性
の
疑
義
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
一
九
二
三
年
十
月
発
布
の
憲
法
は
、
旧
来
の
憲
法
草
案
や
約
法
に
欠
落
し
て
い
た
「
国
権
」
と
「
地
方
制
度
」
の
区
分
の
明
確
化
、

文
化
・
教
育
の
重
視
な
ど
、
幾
つ
か
の
特
長
を
持
つ
が
、「
賄
選
」憲
法
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
、
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
ず
に

28
）

い
る
。

そ
の
政
策
に
対
す
る
関
心
が
低
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
北
京
政
変
以
前
に
民
国
内
務
部
主
導
で
行
な
わ
れ
た
政
策
に
は
、
公
私
財
産
の
区
分
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
清
室
古

物
問
題
の
解
決
を
目
指
そ
う
と
す
る
試
み
な
ど
、
高
く
評
価
す
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て

29
）

い
る
。
故
宮
博
物
院
成
立
を
め
ぐ
る
公
定
史
が
こ

れ
ま
で
強
調
し
て
こ
な
か
っ
た
点
の
一
つ
に
、
溥
儀
出
宮
直
後
、
そ
の
処
理
の
た
め
に
北
京
政
府
が
組
織
し
た「

理
清
室
善
後
委
員
会
」

（
以
下
、
善
後
委
員
会
）
が
、
紫
禁
城
に
残
さ
れ
た
財
産
の
「
公
私
之
性
質
」
を
辨
別
す
る
こ
と
を
主
な
任
務
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が

30
）

あ
る
。
当
時
の
内
務
部
の
試
み
は
、
そ
の
先
駆
と
し
て
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

内
務
部
「
古
籍
古
物

古
蹟
保
存
法
草
案
」

第
三
に
、
民
国
内
務
部
に
よ
る
同
時
期
の
施
策
と
し
て
今
回
特
に
重
視
す
る
も
の
に
、
一
九
二
四
年
六
月
の
「
古
籍
古
物

古
蹟
保
存

法
」
立
案
が
あ
る
。
本
法
案
は
、
国
会
で
可
決
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
れ
ば
、
中
国
初
の
文
化
財
保
護
法
と
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
北
京
政
変
に
よ
っ
て
制
定
の
機
を
逸
し
た
た
め
、
近
年
盛
ん
な
民
国
初
年
の
文
物
「
法
制
史
」
研
究
に
お
い
て
も
、
全

く
見
落
と
さ
れ
る
か
歴
史
的
経
緯
と
し
て
触
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
故
宮
博
物
院
成
立
史
や
清

室
古
物
問
題
を
め
ぐ
る
諸
研
究
で
も
、
こ
の
法
案
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
季
剣
青
氏
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
も
ま
た
具
体
的
内
容
を
踏
ま
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え
た
議
論
で
は

31
）

な
い
。
し
か
し
、
今
回
明
ら
か
と
す
る
よ
う
に
、
本
法
案
は
当
時
の
清
室
古
物
問
題
を
背
景
の
一
つ
と
し
て
成
立
し
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
法
案
の
公
表
が
清
室
古
物
を
め
ぐ
る
議
論
を
左
右
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
法
案
は
、一
九
二
三
年
の
中
華
民
国
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
、政
府
に
よ
る
教
育
文
化
振
興
へ
の
取
り
組
み
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
一
九
二
四
年
に
は
、
こ
れ
に
前
後
し
て
、
憲
法
の
規
定
を
具
体
化
す
る
動
き
が
他
に
も
現
れ
て
い
る
。
四
月
の
大
総
統
名
義
で
の
京

師
図
書
館
に
対
す
る
「
国
立
図
書
館
」
と
し
て
の
振
興
策
、
五
月
の
教
育
部
歴
史
博
物
館
を
核
と
す
る
「
華
洋
博
物
院
」（
後
に
「
中
華
博

物
院
」）
構
想
の
発
表
（
八
月
に
大
総
統
へ
の
支
援
要
請
）、
八
月
の
教
育
部
歴
史
博
物
館
の
紫
禁
城
午
門
で
の
試
行
開
館
、
同
月
の
内
務

部
「
国
立
博
古
院
」
の
認
可
申
請
な
ど
で

32
）

あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
全
て
北
京
政
変
に
よ
っ
て
頓
挫
し
、
今
日
、
歴
史
的
に
評
価
さ
れ
る

こ
と
は
稀
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
で
の
規
定
が
政
府
主
導
の
政
策
へ
と
広
汎
な
展
開
を
見
せ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
一
九
二
四
年
の
清
室
古
物
問
題
を
め
ぐ
る
対
応
を
含
め
、
曹

時
期
の
諸
政
策
は
再
検
討
に
値
す
る
。

内
務
部
古
物
陳
列
所
の
再
定
位

第
四
は
、
北
京
政
府
の
重
要
な
施
策
の
一
つ
、
内
務
部
古
物
陳
列
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
に
熱
河
・
瀋
陽
清
宮
の
清
室
古

物
を
も
と
に
成
立
し
た
内
務
部
古
物
陳
列
所
に
対
し
て
は
、
本
論
文
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
で
は
故
宮
博
物
院
側
か
ら
そ
れ
を

重
視
す
る
動
き
が
現
れ
、
故
宮
博
物
院
の
成
立
に
関
す
る
上
記
の
諸
研
究
で
も
例
外
な
く
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
故
宮
博
物
院
成
立
の
単
純
な
「
前
史
」
と
し
て
理
解
す
る
な
ら
ば
適
当
で
は
な
い
。
故
宮
博
物
院
の
公
定
史
の
中
に
、

古
物
陳
列
所
が
こ
れ
ま
で
位
置
付
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
に
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
。
一
般
に
は
注
意
さ
れ
な
い
事
実
だ
が
、
一
九

二
五
年
に
故
宮
博
物
院
が
成
立
し
た
後
も
、
古
物
陳
列
所
は
存
続
し
た
。
紫
禁
城
内
に
、
故
宮
博
物
院
と
古
物
陳
列
所
が
並
存
し
た
の
で
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あ
る
。
そ
れ
が
収
蔵
す
る
清
室
古
物
は
、
一
九
四
六
年
と
一
九
四
七
年
の
政
府
の
決
定
に
よ
り
、
首
都
南
京
に
新
設
さ
れ
た
中
央
博
物
院

と
北
平
（
旧
北
京
）
の
故
宮
博
物
院
が
そ
れ
ぞ
れ
接
収
し
、「
旧
紫
禁
城
全
部
」
が
故
宮
博
物
院
の
管
理
下
に
入
っ
た
の
は
一
九
四
八
年
十

月
、
実
に
故
宮
文
物
の
台
湾
移
転
が
始
ま
る
二
ヶ
月
前
の
こ
と
で

33
）

あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
古
物
陳
列
所
の
歴
史
は
、
一
九
二
五
年
の
故
宮
博
物
院
成
立
の
単
純
な
「
前
史
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
一
九
二
五
年
の
紫
禁

城
は
、
善
後
委
員
会（
十
月
か
ら
故
宮
博
物
院
）、
内
務
部
古
物
陳
列
所
、
教
育
部
歴
史
博
物
館
と
い
う
、
全
く
異
な
る
由
来
を
持
つ
三
つ

の
「
博
物
館
」
が
分
割
管
理
す
る
空
間
で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
の
清
室
古
物
を
め
ぐ
る
諸
構
想
は
、
溥
儀
出
宮
を
も
っ
て
完
全
に
廃
絶
、

あ
る
い
は
全
て
故
宮
博
物
院
に
吸
収
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

清
室
古
物
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
環
境

第
五
は
、
清
室
古
物
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
溥
儀
の
処
遇
を
め
ぐ
る
駆
け
引

き
な
ど
、
溥
儀
出
宮
後
に
つ
い
て
は
日
本
な
ど
諸
外
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
議
論
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
出
宮
以
前
に
つ
い
て
は
、

清
室
古
物
と
日
本
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
た
呉
十
洲
氏
や
、
清
室
古
物
保
全
の
見
地
か
ら
列
強
諸
国
の
介
入
を
期
待
し
た
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン

（Johnston,
R
eginald F

.

）・
羅
振
玉
・
金
梁
ら
の
思
惑
に
関
す
る
、
季
剣
青
氏
の
若
干
の
議
論
が
あ
る
に
す
ぎ

34
）

な
い
。

先
に
時
代
背
景
と
し
て
概
観
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
曹

政
府
は
、
国
内
諸
軍
閥
と
の
競
合
関
係
の
中
で
、
ソ
連
と
の
外
交
関
係
の
樹

立
を
目
指
し
、
列
強
諸
国
の
庚
款
放
棄
を
画
策
す
る
な
ど
、
対
外
的
に
積
極
的
な
政
策
を
展
開
し
て
い
た
。
庚
款
へ
の
期
待
は
、
上
述
し

た
曹

時
期
の
民
国
政
府
に
よ
る
教
育
文
化
事
業
の
多
様
な
構
想
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
運
用
を
め
ぐ
り
、
北
京
政
府
の
下
に

複
雑
な
競
合
関
係
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
清
室
の
中
に
も
そ
の
競
争
に
加
わ
ろ
う
と
す
る
動
き
が
あ

35
）

っ
た
。
こ
の
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方
面
か
ら
も
、
曹

時
期
の
北
京
政
府
の
政
策
は
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

史
料
の
問
題

第
六
は
、
史
料
に
関
わ
る
諸
問
題
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
同
時
代
の
政
府
刊
行
物
・
新
聞
を

36
）

柱
に
、
清
遺
民
の
日
記
・
文
集
・
書
簡

集
を
多
用
し
、
溥
儀
の
英
国
人
側
近
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
『
紫
禁
城
の
黄
昏
』
や
、
溥
儀
そ
の
人
の
『
わ
が

37
）

半
生
』
な
ど
、
後
日
の
回
顧
録

的
性
質
を
持
つ
史
料
は
、
内
容
を
吟
味
し
て
補
完
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

従
来
、
清
室
古
物
問
題
や
故
宮
博
物
院
成
立
史
に
つ
い
て
の
既
存
の
研
究
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
『
紫
禁
城
の
黄
昏
』『
わ
が
半
生
』
に
少

な
か
ら
ず
依
拠
し
て
き
た
。
し
か
し
、
回
顧
録
的
性
質
を
持
つ
た
め
、
両
者
に
は
個
々
の
出
来
事
の
具
体
的
時
期
を
示
す
記
述
が
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
場
合
、
歴
史
的
位
置
付
け
を
欠
い
た
ま
ま
、
そ
れ
に
見
合
う
程
度
の
引
用
が
な
さ
れ
る
に
と
ど
ま

る
。
溥
儀
の
『
わ
が
半
生
』
が
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
『
紫
禁
城
の
黄
昏
』
に
加
え
、
溥
儀
の
側
近
の
一
人
で
あ
っ
た
鄭
孝

の
日
記
（『
鄭

孝

38
）

日
記
』）を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
、
各
所
で
の
引
用
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

39
）

あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
研
究
は
、
溥
儀

が
言
及
す
る
事
実
、
さ
ら
に
は
そ
こ
に
結
び
付
く
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
記
述
が
、
具
体
的
に
い
つ
の
こ
と
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、『
鄭
孝

日

記
』
を
利
用
し
て
確
定
す
る
作
業
を
怠
っ
て
き
た
。
本
論
文
で
は
、『
鄭
孝

日
記
』
を
軸
に
、
最
近
公
刊
さ
れ
た
も
う
一
人
の
溥
儀
の
側

近
紹
英
の
日
記
（『
紹
英

40
）

日
記
』）
を
あ
わ
せ
参
照
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
事
実
の
時
系
列
的
位
置
付
け
を
明
確
化
さ
せ
な
が
ら
、
二
つ
の

回
顧
史
料
の
新
た
な
活
用
を
図
り
た
い
。
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史
料
批
判
の
問
題

日
記
史
料
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
回
顧
史
料
の
考
証
以
外
に
お
い
て
も
有
用
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
先
行
研
究
の
多
く
が
清
遺
民

の
動
向
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
利
用
す
る
『
羅
振
玉
王
国
維
往
来
書
信
』
所
収
の
「
王
国
維
致
羅
振
玉
（
一
九
二
四
年
四
月
二
四
日
）」

と
題
す
る
二
通
の
書
簡
を
見
て
み
よ
う
。

二
通
の
書
簡
の
文
末
に
は
、
と
も
に
「
廿
一
日
」
と
記
述
が
あ
る
。
書
簡
の
中
で
当
日
の
出
来
事
と
し
て
記
さ
れ
る
の
は
、
溥
儀
の
離

宮
頤
和
園
へ
の
行
幸
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
連
し
て
先
日
の
出
来
事
と
し
て
記
さ
れ
る
の
は
、
溥
儀
の
側
近
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
頤
和
園
管
理

者
へ
の
任
用
で
あ
る
。
当
該
史
料
集
の
編
者
は
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
頤
和
園
管
理
者
へ
の
任
用
を
旧
暦
三
月
十
七
日（
新
暦
四
月
二
十
日
）

の
出
来
事
と
認
識
し
、
こ
の
書
簡
そ
の
も
の
の
日
付
け
を
旧
暦
三
月
二
一
日
（
新
暦
四
月
二
四
日
）
と
推
測
し
た
よ
う
で

41
）

あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
日
記
史
料
か
ら
見
る
と
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
任
用
は
旧
暦
三
月
十
七
日
の
一
度
だ
け
で
は
実
現
に
至
ら
ず
、
旧
暦
四
月
二
十
日
（
新

暦
五
月
二
三
日
）
に
再
び
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
旧
暦
三
月
二
一
日
に
頤
和
園
行
幸
の
事
実
は
な
く
、
む
し
ろ
旧
暦
四
月
二
一
日
（
新

暦
五
月
二
四
日
）
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

42
）

き
る
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
二
通
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
旧
暦
四
月
二
一
日
、
す

な
わ
ち
新
暦
一
九
二
四
年
五
月
二
四
日
の
も
の
と
し
て
歴
史
的
に
位
置
付
け
直
す
必
要
が
あ
る
。
従
来
の
研
究
が
依
拠
し
て
き
た
史
料
の

中
で
、
転
記
の
誤
り
や
誤
植
で
は
な
く
、
考
証
の
誤
り
に
よ
っ
て
問
題
の
所
在
を
見
誤
ら
せ
て
き
た
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

編
纂
史
料
集
の
問
題

史
料
批
判
・
考
証
の
問
題
に
関
連
し
、
先
行
研
究
に
見
ら
れ
る
編
纂
史
料
集
過
信
が
も
た
ら
す
弊
害
に
つ
い
て
、
最
後
に
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
史
料
集
収
録
の
史
料
に
は
、
重
大
な
誤
り
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
故
宮
博
物
院
成
立
史
に
関
係
す
る
上
記
の
諸
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研
究
の
多
く
が
言
及
す
る
事
実
と
し
て
、
北
京
政
府
に
よ
る
一
九
一
四
年
の
「
中
華
博
物
院
」
構
想
が
あ
る
。
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

史
料
集
に
収
録
さ
れ
た
民
国
三
年
の
日
付
け
を
持
つ
、
一
つ
の
歴
史
文
書
（
以
下
、

案
）
で

43
）

あ
る
。
こ
れ
を
事
実
と
す
れ
ば
、
溥
儀
出

宮
以
前
の
北
京
で
は
、
民
国
成
立
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
、
清
室
の
処
遇
は
も
ち
ろ
ん
、
清
室
古
物
を
収
蔵
展
示
す
る
内
務
部
古
物
陳
列

所
や
、
旧
国
子
監
を
基
礎
と
し
た
教
育
部
歴
史
博
物
館
の
体
制
も
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
の
中
で
、
民
間
主
導
に
よ
る
総
合
的
博
物
館
と

し
て
「
中
華
博
物
院
」
構
想
が
政
府
に
提
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
史
料
中
に
見
え
る
零
細
な
記
事
を
歴
史

の
中
に
探
り
、
関
連
史
料
を
広
く
探
し
求
め
る
な
ら
、
そ
れ
が
民
国
三
年
で
は
な
く
民
国
十
三
年
、
す
な
わ
ち
一
九
二
四
年
の
史
料
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で

44
）

あ
る
。
清
室
古
物
に
各
方
面
か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
様
々
な
主
体
に
よ
る
構
想
と
実
践
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
曹

時
期
の
史
料
と
し
て
見
る
な
ら
、
そ
の
内
容
は
き
わ
め
て
理
解
し
や
す
く
、
そ
れ
が
新
た
に
提
起
す
る
問
題
も
大
き
い
。
年
代
転

記
も
し
く
は
編
集
の
誤
り
の
た
め
に
、
問
題
の
所
在
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
本
論
文
で
は
、
史
料
批
判
を
重
視
し
て
以
下
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
な
お
、
漢
文
史
料
は
当
用
漢
字

化
（
俗
字
・
異
体
字
は
正
字
を
採
用
）、
和
文
史
料
は
現
代
仮
名
遣
い
に
統
一
し
、
句
読
点
を
適
宜
加
え
た
。
ま
た
、
特
記
し
な
い
限
り
、

以
下
、
一
律
新
暦
（
陽
暦
）
で
の
年
月
日
表
記
で
あ
る
。

以
上
、
長
々
と
問
題
の
所
在
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
故
宮
博
物
院
の
成
立
を
宣
統
十
六
年
の
清
室
古
物
問
題
と
し
て
同
時
代
史
的
に

考
察
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
現
実
が
多
極
的
な
構
造
の
中
に
見
え
て
く
る
。
そ
の
絡
み
合
っ
た
歴
史
を
解
き
ほ
ぐ
し
た
時
に
現

れ
る
も
の
は
、
公
定
史
と
は
異
な
る
、
故
宮
博
物
院
成
立
を
め
ぐ
る
新
た
な
歴
史
的
評
価
で
あ
る
。

以
下
、
続
篇
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【
註
】

１
）

国
立
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
七
十
星
霜
』
台
北：

台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
九
五
年
、
お
よ
び
王
樹
卿
ほ
か
『
故
宮
博
物
院
歴
程
（
一
九
二
五
〜
一
九
九

五
）』
北
京：

紫
禁
城
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

２
）

栗
亭
（
呉

〔
景
周
・
景
洲
〕）「
故
宮
博
物
院
前
後
五
年
経
過
記
」『
故
宮
週
刊
』
一
、
北
平：

故
宮
博
物
院
出
版
物
発

室
、
一
九
二
九
年
、
第
四
版
（
同

一
〇
一
、
一
九
三
一
年
、
第
四
版
ま
で
連
載
、
後
に
呉

『
故
宮
博
物
院
前
後
五
年
経
過
記
』
北
平：

故
宮
博
物
院
、
一
九
三
二
年
〔
呉
景
洲
『
故
宮
五
年

記
』
上
海：

上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
〕
再
刊
）。

３
）

宋
兆
霖
『
中
国
宮
廷
博
物
院
之
権
輿
｜

古
物
陳
列
所
』
台
北：

国
立
故
宮
博
物
院
、
二
〇
一
〇
年
、
お
よ
び
李
福
敏
「
古
物
陳
列
所
大
事
記
」
故
宮
博

物
院
編
『
故
宮
博
物
院
八
十
年
』
北
京：

紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
三
四
二
〜
三
四
八
頁
。
故
宮
博
物
院
成
立
の
前
提
条
件
と
し
て
内
務
部
古
物
陳

列
所
を
評
価
す
る
試
み
は
、
当
事
者
で
あ
る
台
北
・
北
京
の
故
宮
博
物
院
以
外
で
は
、
す
で
に
一
九
九
〇
年
代
か
ら
現
れ
て
い
た
。
呉
十
洲
『
紫
禁
城
的
黎

明
』
北
京：

文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
参
照
。

４
）

本
論
文
で
は
、
便
宜
的
に
「
古
物
」
と
い
う
語
句
に
よ
っ
て
、
今
日
的
な
意
味
で
の
歴
史
的
文
化
財
・
美
術
品
一
般
を
指
す
こ
と
に
す
る
。「
文
物
」「
文

化
財
」
と
い
う
利
便
性
の
高
い
語
句
を
使
わ
な
い
の
は
、
そ
れ
が
近
代
国
家
や
権
威
に
よ
る
価
値
付
け
を
前
提
と
し
た
、
き
わ
め
て
現
代
性
の
強
い
語
句
だ

か
ら
で
あ
る
。
本
論
文
は
そ
れ
ら
の
国
宝
化
の
過
程
そ
の
も
の
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
議
論
の
対
象
に
は
、
紫
禁
城
内
の「
陳
設
」（
調

度
品
）
や
書
庫
の
文
献
な
ど
、
当
時
の
紫
禁
城
に
お
い
て
は
「
宝
物
」
で
は
な
く
「
実
用
品
」
と
し
て
の
性
質
が
強
か
っ
た
品
々
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら

を
包
括
し
て
、
あ
え
て
古
物
と
い
う
中
性
的
な
語
句
を
用
い
た
次
第
で
あ
る
。

５
）

当
時
の
中
ソ
外
交
に
関
連
し
て
、
隣
国
モ
ン
ゴ
ル
と
の
関
係
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
中
国
の
支
配
か
ら
離
脱
し
て
、
一
九
二
一
年
に
ソ

ビ
エ
ト
政
権
の
支
援
を
受
け
て
外
蒙
古
に
建
国
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
国
の
君
主
ボ
グ
ド
・
ハ
ー
ン
（B

o
g
d K
h
a
n

）
が
死
去
し
た
の
は
、
一
九
二
四
年
四
月
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ソ
連
と
北
京
政
府
と
の
間
に
結
ば
れ
た
同
協
定
に
お
い
て
、
外
蒙
古
の
中
華
民
国
へ
の
帰
属
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
北
京
政

府
に
と
っ
て
、
重
要
な
領
土
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
外
蒙
古
帰
属
問
題
が
一
応
の
解
決
の
見
通
し
を
得
た
こ
と
は
、
清
末
以
来
の
辺
境
の
危
機
に
苦
し
む
中

国
に
あ
っ
て
は
、
久
し
ぶ
り
の
朗
報
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
は
こ
の
時
期
、
南
方
の
孫
文
政
権
と
も
接
触
を
持
ち
、
世
界
革
命
を
目
指
す
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
の
指
導
の
下
、
一
九
二
四
年
一
月
、
広
州
で
い
わ
ゆ
る
国
共
合
作
が
成
立
、
中
華
民
国
に
お
け
る
民
族
自
決
と
連
邦
制
の
実
施
が
宣
言
さ
れ
、
以
後
、
共

産
主
義
思
想
の
非
漢
族
に
よ
る
受
容
と
伝
播
を
背
景
に
、
若
手
民
族
エ
リ
ー
ト
層
に
よ
っ
て
新
た
な
民
族
関
係
が
模
索
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
溥
儀
が
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紫
禁
城
か
ら
追
わ
れ
、
か
つ
て
清
朝
と
中
華
民
国
と
の
間
で
結
ん
だ
取
り
決
め
が
破
棄
さ
れ
る
中
で
、
清
朝
国
家
を
継
承
す
る
中
華
民
国
の
宗
旨
の
一
つ
で

あ
っ
た
「
五
族
共
和
」
の
理
想
は
破
綻
し
た
。
こ
う
し
た
現
実
が
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
動
向
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
と
い
う
点
は
、
検
討
に
値

す
る
問
題
で
あ
る
。

６
）

国
立
北
京
大
学
研
究
所
国
学
門
の
学
術
史
的
意
義
と
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
陳
以
愛
『
中
国
現
代
学
術
研
究
機
構
的
興
起
｜

以
北
京
大
学
研
究
所
国

学
門
為
中
心
的
探
討
（
一
九
二
二
〜
一
九
二
七
）』
台
北：

国
立
政
治
大
学
歴
史
学
系
、
一
九
九
九
年
を
参
照
。

７
）

本
論
文
で
は
、
便
宜
的
に
「（
清
朝
）
遺
民
」
と
い
う
語
句
に
よ
っ
て
、
当
時
、
清
室
の
行
く
末
に
深
い
関
心
を
寄
せ
、
溥
儀
を
取
り
巻
い
て
い
た
清
室
関

係
者
た
ち
を
概
括
す
る
。「
遺
臣
」「
遺
老
」も
ま
た
同
義
語
で
あ
る
が
、
現
実
の
出
仕
に
関
わ
ら
ず
、
ま
た
日
本
語
的
に
も
違
和
感
の
少
な
い
も
の
と
し
て
、

「
遺
民
」
だ
け
を
専
ら
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

８
）

本
論
文
で
は
、
便
宜
的
に
「
清
室
」
と
い
う
語
句
に
よ
っ
て
、
紫
禁
城
の
溥
儀
を
中
心
と
す
る
清
「
皇
室
」
を
概
括
す
る
。
清
代
に
制
度
化
さ
れ
た
機
関

で
中
華
民
国
時
代
に
お
い
て
も
存
続
し
た
も
の
に
、
清
室
の
家
産
管
理
機
関
で
あ
る
内
務
府
と
、
宗
室
（
広
義
の
皇
族
）
に
関
わ
る
事
務
を
管
轄
す
る
宗
人

府
が
あ
る
。
民
国
以
後
、
王
朝
の
各
種
機
関
が
廃
止
さ
れ
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
二
機
関
は
清
室
の
内
部
組
織
と
し
て
の
本
来
の
性
質
を
明
確
化
さ
せ
た
。
こ

の
た
め
、
本
論
文
で
は
そ
れ
ら
を
清
室
の
構
成
要
素
と
見
な
し
、
以
下
で
も
検
討
対
象
に
含
め
る
。
な
お
、
当
時
の
清
室
を
「
小
朝
廷
」
と
い
う
語
句
で
表

現
す
る
論
者
も
い
る
が
、
歴
史
的
評
価
が
加
味
さ
れ
た
語
句
な
の
で
、
本
論
文
で
は
そ
れ
を
用
い
ず
、
当
時
の
語
句
の
う
ち
「
清
室
」
だ
け
を
専
ら
用
い
る

こ
と
に
し
た
。

９
）

溥
儀
が
出
宮
し
、
清
室
が
形
骸
化
し
た
存
在
と
な
っ
た
後
、
遺
民
た
ち
の
新
た
な
受
け
皿
と
な
っ
た
の
が
、
庚
款
に
よ
る
日
本
の
事
業
、
す
な
わ
ち
「
対

支
文
化
事
業
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
り
一
層
の
注
意
が
向
け
ら
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。
拙
稿
「
近
代
中
国
と
ア
カ
デ
ミ
ー
｜

政
治
史
と
文
化
史
の
あ
い

だ
」『
人
文
科
学
年
報
』
三
二
、
川
崎：

専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
五
〜
一
三
二
頁
参
照
。

10
）

拙
稿
「
近
代
中
国
に
お
け
る
文
物
事
業
の
展
開
｜

制
度
的
変
遷
を
中
心
に
」『
歴
史
学
研
究
』
七
八
九
、
東
京：

青
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
五
二
〜
六

二
頁
。

11
）

拙
稿
「
日
本
東
亜
考
古
学
之
形
成
与
中
国
近
現
代
学
術
之
興
起
」
甘
懐
真
編
『
東
亜
歴
史
上
的
天
下
与
中
国
概
念
』
台
北：

国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
、

二
〇
〇
七
年
、
二
八
六
〜
三
二
四
頁
。

12
）

拙
稿
「
歴
史
学
者
と
国
土
意
識
」
飯
島
渉
ほ
か
編
『
シ
リ
ー
ズ
二
十
世
紀
中
国
史
』
二
、
東
京：

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、
八
一
〜
一
〇
二
頁
、
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北
大
文
学
研
究
科
紀
要



お
よ
び
拙
稿
「
苗
族
史
の
近
代
」『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
三
一
・
一
三
二
・
一
三
四
、
札
幌：

同
研
究
科
、
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
一
年
、
一
〜
五

一
・
四
九
〜
一
三
八
・
一
〜
五
五
頁
。

13
）

秦
国
経
『
遜
清
皇
室

事
』
北
京：

紫
禁
城
出
版
社
、
一
九
八
五
年
（
波
多
野
太
郎
監
訳
『
溥
儀
｜

一
九
一
二
〜
一
九
二
四

紫
禁
城
の
廃
帝
』
東
京

：

東
方
書
店
、
一
九
九
一
年
）。

14
）

胡
平
生
『
民
国
初
期
的
復
辟
派
』
台
北：

学
生
書
局
、
一
九
八
五
年
、
胡
平
生
『
復
辟
運
動
史
料
』
台
北：

正
中
書
局
、
一
九
九
二
年
、
喩
大
華
「
重
評

一
九
二
四
年

玉
祥
駆
逐
溥
儀
出
宮
事
件
」『
学
術
月
刊
』
十
一
、
上
海：

上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
（
筆
者
未
見
）、
喩
大
華
「「
清
室
優
待
条
件
」

新
論
｜

兼
討
溥
儀
潜
往
東
北
的
一
個
原
因
」『
近
代
史
研
究
』
一
、
北
京：

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
六
一
〜
一
七
七
頁
、
喩
大
華
「
論

民
国
政
府
処
理
遜
清
皇
室
的
失
誤
」『
史
学
月
刊
』
三
、
鄭
州：

河
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
一
〜
五
六
頁
、
郭
星
才
「
試
析
「
丁
巳
復
辟
」
破
産

後
清
室
優
待
条
件
未
遭
廃
除
的
原
因
」
南
開
大
学
近
代
中
国
研
究
中
心
ほ
か
編
『
近
代
中
国
社
会
、
政
治
与
思
潮
』
天
津：

天
津
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
、
一
八
〇
〜
一
八
八
頁
、R

h
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2000

（
王
琴
ほ
か
訳
『
満
与
漢
｜

清
末
民
初
的
族
群
関
係
与
政
治
権

力
』
北
京：

中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
沙
培
徳
（Z

a
rro
w
,P
eter

）「
溥
儀
被
逐
出
宮
記
｜

一
九
二
〇
年
代
的
中
国
文
化
与
歴
史
記
憶
」

中
華
民
国
史
料
研
究
中
心
編
『
一
九
二
〇
年
代
的
中
国
』
台
北：

同
中
心
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〜
三
二
頁
、
陳
肖
寒
「
民
国
初
年
遜
清
歳
費
問
題
初
探
（
一

九
一
二
〜
一
九
一
六
）」『
西
南
農
業
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
七
｜
四
、
重
慶：

同
大
学
、
二
〇
〇
九
年
、
九
〇
〜
九
四
頁
、
阿
部
由
美
子
「
中
華
民
国

北
京
政
府
時
期
清
室
・
宗
室
・
八
旗
与
民
国
政
府
的
関
係
」
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
政
治
史
研
究
室
編
『
清
代
満
漢
関
係
研
究
』
北
京：

社
会
科

学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
五
三
五
〜
五
五
六
頁
、
常
書
紅
『
辛
亥
革
命
前
後
的
満
族
研
究
｜

以
満
漢
関
係
為
中
心
』
北
京：

社
会
科
学
文
献
出
版

社
、
二
〇
一
一
年
、
一
四
三
〜
一
五
六
頁
。

15
）

通
史
的
研
究
と
し
て
は
、
前
掲
註
10
拙
稿
「
近
代
中
国
に
お
け
る
文
物
事
業
の
展
開
」、
田
部
英
勝
「
中
国
史
に
お
け
る
「
文
物
」
｜

そ
の
受
容
と
展
開
」

『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
六
、
京
都：

同
大
学
、
二
〇
〇
八
年
、
十
五
〜
三
十
頁
、
張
碧
恵
『
中
華
民
国
と
文
物
事
業
｜

国
民
国
家
建
設
に
お
け
る
文

物
の
意
味
』（
早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
博
士
学
位
論
文
）、
東
京：

同
大
学
、
二
〇
一
三
年
（
本
論
文
の
入
手
に
あ
た
っ
て
は
大
出
尚
子

氏
に
ご
助
力
を
賜
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
）、
家
永
真
幸
「
中
国
の
「
博
物
館
」
受
容
に
関
す
る
初
歩
的
研
究
」『
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
養
部
研
究
紀
要
』

四
三
、
東
京：

同
大
学
、
二
〇
一
三
年
、
二
七
〜
四
二
頁
お
よ
び
「
清
末
中
国
に
お
け
る
皇
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
博
物
館
化
」
同
四
四
、
二
〇
一
四
年
、
二
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）



三
〜
三
六
頁
が
あ
る
。
故
宮
博
物
院
成
立
前
の
紫
禁
城
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
３
の
古
物
陳
列
所
に
関
す
る
業
績
の
ほ
か
、
陳
為
「
従
古
物
陳
列
所
到
国
立

博
古
院
｜

中
国
的
第
一
座
国
家
博
物
館
」『
中
国
博
物
館
』四
、
北
京：

中
国
博
物
館
雑
誌
社
、
二
〇
〇
九
年
、
八
六
〜
八
九
頁
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
前

近
代
以
来
の
伝
統
の
中
で
故
宮
文
物
を
論
じ
た
石
守
謙
「
清
室
収
蔵
的
現
代
転
化
｜

兼
論
其
与
中
国
美
術
史
研
究
発
展
之
関
係
」『
故
宮
学
術
季
刊
』
二
三

｜
一
、
台
北：

国
立
故
宮
博
物
院
、
二
〇
〇
五
年
、
一
〜
三
三
頁
、W
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は
、
美
術
史
的
見
地
か
ら
の

関
連
業
績
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

16
）

前
掲
註
３
呉
十
洲
『
紫
禁
城
的
黎
明
』
一
二
一
〜
一
二
四
頁
は
、
内
務
部
古
物
陳
列
所
の
問
題
と
し
て
こ
れ
に
言
及
す
る
。
前
掲
註
10
拙
稿
「
近
代
中
国

に
お
け
る
文
物
事
業
の
展
開
」
註
28
は
、
故
宮
文
物
に
関
わ
る
故
宮
博
物
院
史
の
問
題
と
し
て
こ
れ
に
言
及
す
る
。

17
）

張
碧
恵
「
中
華
民
国
に
お
け
る
「
故
宮
文
物
」
の
意
味
形
成
｜

北
京
政
府
期
を
中
心
に
」『
中
国
研
究
月
報
』
六
三
｜
十
二
、
東
京：

中
国
研
究
所
、
二

〇
〇
九
年
、
十
五
〜
二
七
頁
お
よ
び
前
掲
註
15
張
碧
恵
『
中
華
民
国
と
文
物
事
業
』、
大
出
尚
子
「
清
室
財
産
と
博
物
館
｜

東
三
省
博
物
館
の
成
立
、
奉
天

故
宮
博
物
館
へ
の
改
称
と
閉
鎖
」『「
満
洲
国
」
博
物
館
事
業
の
研
究
』
東
京：

汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
五
七
〜
九
三
頁
、
季
剣
青
「「
私
産
」
抑
或
「
国

宝
」
｜

民
国
初
年
清
室
古
物
的
処
置
与
保
護
」『
近
代
史
研
究
』
六
、
北
京：

近
代
史
研
究
雑
誌
社
、
二
〇
一
三
年
、
六
二
〜
八
一
頁
。

18
）

鮮
喬

「
民
国
初
期
的
文
物
保
護
政
策
与
措
施
」『
西
華
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
七
｜
二
、
成
都：

同
大
学
、
二
〇
〇
八
年
、
四
六
〜
四
九

頁
、
鮮
喬

「
簡
論
北
京
政
府
（
一
九
一
二
〜
一
九
二
七
）
防
止
文
物
外
流
的
措
施
」『
成
都
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
、
成
都：

同
大
学
、
二

〇
〇
九
年
、
二
六
〜
二
八
頁
、
江
琳
「
従
文
化
建
設
角
度
看
近
代
中
国
的
文
化
保
護
」『
歴
史
教
学
（
下
半
月
刊
）』
九
、
天
津：

歴
史
教
学
社
、
二
〇
〇
九

年
、
二
四
〜
二
九
頁
、
史
勇
『
中
国
近
代
文
物
事
業
簡
史
』
蘭
州：
甘
粛
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
李
守
義
「
民
国
初
期
文
物
保
護
工
作
的
歴
史
考
察
」

『
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
』
二
、
北
京：

同
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
、
一
二
二
〜
一
三
二
頁
、
黄
翔

「
民
国
以
来
古
物
保
存
法
制
之
誕
生
背
景
試
析
（
一
九

一
一
〜
一
九
三
〇
）」『
国
史
館
館
刊
』
三
四
、
台
北：

国
史
館
、
二
〇
一
二
年
、
一
〜
四
四
頁
、
李
暁
東
『
民
国
文
物
法
規
史
評
』
北
京：

文
物
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
。
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紀
要



19
）

中
国
第
二
歴
史

案
館
編
『
中
華
民
国
史

案
資
料

編
』
三
（
文
化
）、
南
京：

江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

20
）

後
述
す
る
よ
う
に
、「
中
華
博
物
院
」設
立
に
関
わ
る
一
九
二
四
年
の
史
料
を
、
当
該
史
料
集
の
誤
記
に
よ
っ
て
、
一
九
一
四
年
の
も
の
と
誤
認
し
て
い
る

点
が
そ
れ
で
あ
る
。
内
務
部
「
致
大
総
統
呈

批
」（
前
掲
註
19
中
国
第
二
歴
史

案
館
編
『
中
華
民
国
史

案
資
料

編
』
三
（
文
化
）、
二
八
四
〜
二
八

九
頁
）
参
照
。
上
記
諸
研
究
の
ほ
か
、
古
物
陳
列
所
の
創
設
に
関
わ
っ
た
人
物
の
一
人
に
つ
い
て
の
、
雲
雪
梅
『
金
城
』
石
家
荘：

河
北
人
民
出
版
社
、
二

〇
〇
二
年
、
十
一
・
二
〇
五
頁
の
記
述
も
ま
た
、
同
様
な
理
由
に
よ
る
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

21
）

前
掲
註
10
拙
稿
「
近
代
中
国
に
お
け
る
文
物
事
業
の
展
開
」
五
六
頁
。

22
）

前
掲
註
３
呉
十
洲
『
紫
禁
城
的
黎
明
』
四
三
〜
五
三
頁
。

23
）

羅
振
玉
・
王
国
維
に
関
す
る
成
果
は
多
数
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
羅
継
祖
主
編
『
王
国
維
之
死
』
台
北：

祺
齢
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
王
汎
森
「
什

可

以
成
為
歴
史
証
拠
｜

近
代
中
国
新
旧
史
料
観
点
的
衝
突
」『
新
史
学
』八
｜
二
、
台
北：

新
史
学
雑
誌
社
、
一
九
九
七
年
、
九
三
〜
一
三
一
頁（
王
汎
森『
中

国
近
代
思
想
与
学
術
的
系
譜
』
台
北：
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
二
〇
〇
三
年
に
再
収
録
）、
お
よ
び
佐
藤
武
敏
『
王
国
維
の
生
涯
と
学
問
』
東
京：

風
間
書
房
、

二
〇
〇
三
年
を
挙
げ
て
お
く
。
国
立
北
京
大
学
研
究
所
国
学
門
と
そ
の
関
係
者
た
ち
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
６
陳
以
愛『
中
国
現
代
学
術
研
究
機
構
的
興
起
』

を
参
照
。

24
）

江
西
省
蓮
花
県
政
協
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
『
末
代
帝
師
朱
益
藩
』
北
京：

海
洋
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
沈
広

編
『
金
梁
年
譜
新
編
』
北
京：

現

代
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。

25
）

林
志
宏
『
民
国
乃
敵
国
也
｜

政
治
文
化
転
型
下
的
清
遺
民
』
台
北：

聯
経
出
版
事
業
公
司
、
二
〇
〇
九
年
、
周
明
之
『
近
代
中
国
的
文
化
危
機
｜

清

遺
老
的
精
神
世
界
』
済
南：

山
東
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
羅
恵

『
民
初
「
文
化
遺
民
」
研
究
』
武
漢：

武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

26
）

溥
儀
の
出
宮
後
に
お
け
る
接
収
作
業
に
お
い
て
も
、
清
室
古
物
だ
け
で
は
な
く
、
不
動
産
管
理
に
関
わ
る
房
産
租
庫
の
接
収
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
際
に
清

室
と
善
後
委
員
会
と
の
間
で
紛
糾
が
生
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
掲
註
２
栗
亭
「
故
宮
博
物
院
前
後
五
年
経
過
記
（
続
）」『
故
宮
週
刊
』
三
七
・
三
八
、

一
九
三
〇
年
、
第
四
版
、
那
志
良
『
故
宮
四
十
年
』
台
北：

台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
六
年
、
十
五
頁
、
お
よ
び
前
掲
註
１
国
立
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮

七
十
星
霜
』
二
三
頁
参
照
。

27
）

本

法
の
名
称
は
、「
内
務
総
長
朱
啓

・
司
法
総
長
章
宗
祥
奉
派
与
清
皇
室
商
訂
鞏
固
優
待
条
件
善
後

法
七
条
」（
一
九
一
四
年
十
二
月
二
六
日
大
総

統
批
准
）
で
あ
り
、
原
文
は
、「
四

政
府
対
於
清
皇
室
、
照
優
待
条
件
、
保
護
宗
廟
陵
寝
及
其
原
有
私
産
等
、
一
切
事
宜
、
専
以
内
務
部
為
主
管
之
衙
門
」
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で
あ
る
（
印
鋳
局
編
『
法
令
輯
覧
』
北
京：

同
局
、
一
九
一
七
年
、
八
〜
九
頁
所
収
）。
本
「
善
後

法
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
13
秦
国
経
『
遜
清
皇
室

事
』
二
五
〜
二
七
頁
（
波
多
野
太
郎
監
訳
『
溥
儀
』
二
七
〜
二
九
頁
）
に
言
及
が
あ
る
。

28
）

袁
継
成
ほ
か
主
編
『
中
華
民
国
政
治
制
度
史
』
武
漢：

湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
二
八
五
〜
二
九
〇
頁
、
お
よ
び
殷
嘯
虎
『
近
代
中
国
憲
政
史
』

上
海：
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
七
七
〜
一
八
四
頁
参
照
。
当
該
憲
法
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
陳
茹
玄
『
中
国
憲
法
史
』
上
海：

世
界
書
局
、

一
九
四
七
年
、
附
録
十
五
〜
三
三
頁
参
照
。

29
）

前
掲
註
17
季
剣
青
「「
私
産
」
抑
或
「
国
宝
」」
七
三
頁
。

30
）

同
委
員
会
を
規
定
し
た
原
文
は
「
第
一
条

国
務
院
、
依
拠
国
務
会
議
修
正
優
待
条
件
議
決
案
、
組
織

理
清
室
善
後
委
員
会
、
分
別
清
理
清
室
公
産
私

産
、
及
一
切
善
後
事
宜
。
…
…
第
三
条

委
員
会
之
職
務
。
甲

清
室
所
管
之
各
項
財
産
、
先
由
委
員
会
接
収
。
乙

已
接
収
之
各
項
財
産
或
契
据
、
由
委

員
会
暫
為
保
管
。
丙

在
保
管
中
之
各
項
財
産
、
由
委
員
会
審
査
其
属
於
公
私
之
性
質
、
以
定
収
回
国
有
或
交
還
清
室
、
如
遇
必
要
時
、
得
指
定
顧
問
或
助

理
員
若
干
人
、
審
査
之
。
丁

俟
審
査
終
了
、
将
各
項
財
産
、
分
別
公
私
、
付
各
主
管
機
関
及
溥
儀
之
後
、
委
員
会
即
行
取
銷
。〔
後
略
〕」（「

理
清
室
委

員
会
組
織
条
例
」
一
九
二
四
年
十
一
月
十
三
日
）
で
あ
る
（『
政
府
公
報
』
三
一
〇
四
、
北
京：

印
鋳
局
、
一
九
二
四
年
十
一
月
十
四
日
、
一
〜
四
頁
）。
故

宮
博
物
院
「
公
定
史
」
の
原
型
で
あ
る
前
掲
註
２
栗
亭
「
故
宮
博
物
院
前
後
五
年
経
過
記
」、
お
よ
び
そ
れ
を
継
承
し
た
前
掲
註
１
国
立
故
宮
博
物
院
編
『
故

宮
七
十
星
霜
』
で
は
、
善
後
委
員
会
の
具
体
的
接
収
作
業
に
関
す
る
「
点
査
清
宮
物
件
規
則
」（
一
九
二
四
年
十
二
月
二
十
日
）
の
み
掲
載
さ
れ
、
そ
の
基
礎

で
あ
る
は
ず
の
「

理
清
室
委
員
会
組
織
条
例
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
栗
亭
「
故
宮
博
物
院
前
後
五
年
経
過
記
（
続
）」『
故
宮
週
刊
』
十
三
〜
十
五
、

一
九
三
〇
年
、
第
四
版
、
お
よ
び
国
立
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
七
十
星
霜
』
十
三
〜
十
七
頁
参
照
。
善
後
委
員
会
の
実
務
を
担
っ
た
当
事
者
の
一
人
で
あ
る

荘
厳
は
、
そ
の
回
顧
録
の
中
で
、
善
後
委
員
会
を
故
宮
博
物
院
の
「
前
身
」
と
位
置
付
け
、「
組
織
条
例
」
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
上
記
第
三
条
の
丁
条

項
を
「
俟
審
査
終
了
、
将
各
項
財
産
、
分
別
公
私
、
交
付
各
主
管
機
関
、
及
溥
儀
出
宮
之
後
、
委
員
会
即
行
取
消
」（
傍
線
は
筆
者
）
と
引
用
し
、
そ
の
目
的

が
紫
禁
城
に
残
さ
れ
た
財
産
の
公
私
区
分
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
言
及
が
な
い
。
荘
厳
『
山
堂
清
話
』
台
北：

国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
〇

年
、
二
五
〜
二
七
頁
参
照
。

31
）

前
掲
註
17
季
剣
青
「「
私
産
」
抑
或
「
国
宝
」」
七
三
〜
七
四
頁
。

32
）
「
大
総
統
令
」
一
九
二
四
年
四
月
四
日
（『
教
育
公
報
』
十
一
｜
四
、
北
京：
教
育
部
教
育
公
報
経
理
処
、
一
九
二
四
年
五
月
三
十
日
、
一
頁
）、
無
記
名
「
発

揚
文
化
之
両
種
事
業
」『
順
天
時
報
』
一
九
二
四
年
五
月
五
日
、
第
三
版
、
内
務
部
「
呈
大
総
統
転
陳
顧
維

等
組
織
中
華
博
物
院
懇
予
明
令
提

擬
訂
大
綱
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請
鑑
核
文
（
附
大
綱
）」
一
九
二
四
年
八
月
八
日
（『
政
府
公
報
』
三
〇
二
二
、
一
九
二
四
年
八
月
二
十
日
、
五
頁
）、
呂
章
申
主
編
『
中
国
国
家
博
物
館
百
年

簡
史
（
一
九
一
二
〜
二
〇
一
二
年
）』
北
京：

中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
、
十
〜
十
一
頁
、
内
務
部
「
呈
大
総
統
援
案
籌
設
国
立
博
古
院
請
鑑
核
訓
示
文
」
一

九
二
四
年
八
月
十
一
日
（『
政
府
公
報
』
三
〇
二
九
、
一
九
二
四
年
八
月
二
七
日
、
五
頁
）。

33
）

前
掲
註
１
国
立
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
七
十
星
霜
』、
お
よ
び
前
掲
註
３
宋
兆
霖
『
中
国
宮
廷
博
物
院
之
権
輿
』、
李
福
敏
「
古
物
陳
列
所
大
事
記
」
を
参

照
。

34
）

前
掲
註
３
呉
十
洲
『
紫
禁
城
的
黎
明
』
五
十
〜
五
三
頁
、
お
よ
び
前
掲
註
17
季
剣
青
「「
私
産
」
抑
或
「
国
宝
」」
六
九
〜
七
一
頁
。

35
）

本
論
文
で
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
溥
儀
出
宮
ま
で
の
段
階
に
お
い
て
、
民
国
政
府
単
独
だ
け
で
は
な
く
、
清
室
単
独
、
あ
る
い
は
清
室
と
民
国
の
共
同
事

業
と
し
て
、
紫
禁
城
・
清
室
古
物
の
保
全
構
想
が
存
在
し
て
い
た
。
帝
政
の
終
焉
の
後
、
旧
君
主
側
が
一
定
の
便
宜
を
受
け
、
積
極
的
に
歴
史
的
遺
産
の
保

全
に
関
与
し
て
い
く
姿
は
、
世
界
史
的
に
類
例
の
な
い
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
民
国
初
年
の
清
室
の
特
殊
な
地
位
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
世
界
史
的
に
は
特
殊
で
あ
っ
て
も
、
前
朝
の
旧
王
家
が
「
革
命
」
後
も
旧
都
に
と
ど
ま
り
、
旧
領
民
の
統
治
と
祖
先
祭
祀
を
続
け
る
こ
と
が
許
さ
れ

た
周
初
の
殷
王
朝
の
よ
う
に
、
中
国
史
上
で
は
類
例
が
な
い
話
で
は
な
い
。

36
）

南
京
の
中
国
第
二
歴
史

案
館
が
、
目
下
、
史
料
公
開
を
制
限
し
て
お
り
、
北
京
政
府
関
係
史
料
の
調
査
が
当
面
実
現
し
そ
う
に
な
い
こ
と
が
理
由
で
あ

る
。

37
）

Jo
h
n
sto
n
,
R
eg
in
a
ld F
.,
T
w
ilig
h
t in
 
th
e F
o
rb
id
d
en
 
C
ity
.
L
o
n
d
o
n
:
V
icto
r G
o
lla
n
cz L

td
.,
1934

（
Ｒ
・
Ｆ
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
著
・
中
山
理

訳
『
完
訳

紫
禁
城
の
黄
昏
』
東
京：

祥
伝
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
愛
新
覚
羅
・
溥
儀
『
我
的
前
半
生
』
北
京：

中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
（
愛
新
覚
羅
・
溥

儀
著
・
小
野
忍
ほ
か
訳
『
わ
が
半
生
｜
「
満
州
国
」
皇
帝
の
自
伝
』
東
京：

筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
）。

38
）

中
国
歴
史
博
物
館
編
『
鄭
孝

日
記
』
北
京：

中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
。

39
）
『
紫
禁
城
の
黄
昏
』
が
『
わ
が
半
生
』
に
よ
っ
て
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
入
江
曜
子
ほ
か
「
夢
の
継
承
｜

あ
と
が
き
に
か
え
て
」
Ｒ
・
Ｆ
・

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
著
・
入
江
曜
子
ほ
か
訳
『
紫
禁
城
の
黄
昏
』
東
京：

岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
四
七
九
〜
五
〇
七
頁
を
参
照
。

40
）

紹
英
『
紹
英
日
記
』
北
京：

国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

41
）

長
春
市
政
協
文
史
和
学
習
委
員
会
編
『
羅
振
玉
王
国
維
往
来
書
信
』
北
京：

東
方
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
一
五
〜
六
一
六
頁
。

42
）

前
掲
註
38
中
国
歴
史
博
物
館
編
『
鄭
孝

日
記
』
一
九
九
五
・
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
一
頁
。
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43
）

前
掲
註
20
参
照
。
な
お
、
当
該
史
料
集
の
誤
記
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
と
は
全
く
テ
ー
マ
の
異
な
る
研
究
成
果
だ
が
、
前
掲
註
12
拙
稿「
苗

族
史
の
近
代
（
七
）」
註

に
お
い
て
一
度
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。

44
）

前
掲
註
32
内
務
部
「
呈
大
総
統
転
陳
顧
維

等
組
織
中
華
博
物
院
懇
予
明
令
提

擬
訂
大
綱
請
鑑
核
文
（
附
大
綱
）」。

追
記

脱
稿
後
、中
国
の
古
書
市
場
で
偶
然
の
機
会
に
、故
宮
博
物
院
故
宮
学
研
究
所
編
『
民
国
時
期
故
宮
博
物
院
史
学
術
研
討
会
論
文
集
』
北
京：

同
研
究
所
、

二
〇
一
二
年
十
一
月
を
入
手
し
た
。
故
宮
博
物
院
成
立
史
に
関
わ
る
優
れ
た
研
究
成
果
が
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
一
日
も
早
い
公
刊
が
待
た
れ
る
。
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